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番号 種類・器種 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 形態・手法他 胎土 色調
1 弥生・甕 13.4 － － （口）横ナデ（外）肩部ハケ（内）ケズリ、口縁1/3、胴部2/3残存 微〜細砂 淡黄褐
















































番号 種類・器種 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 形態・手法他 胎土 色調
1 磁器・小碗 7.9 3.1 4.7 （内外）透明釉施釉､ 畳付露胎 微砂 明緑青白
2 京焼・高台付皿 9.4 4.0 2.6 （内外）施釉（底）無釉（高台）内側に押印「岩倉山」（内）植物文、1/3残 微砂 淡緑灰/淡灰白
3 京焼･蓋 6.6 － － （外）斜行連続刻み、鉄釉・無釉で同心円、白色釉細く絞り施文（内）施釉、1/3残 微砂 淡緑黄/暗赤茶褐（地）乳白灰
4 瓦質・壺？ － － － （外）型押し植物文､ 地は布目（内）横ナデ 微砂 黒灰
5 軒丸瓦 － － － （瓦当）左巻き三巴文､ 朱文数12（丸瓦部）内面コビキB､ ゴザ状布目 微砂 暗灰
6 軒丸瓦 － － － 瓦当のみ残存､ 左巻き三巴文､ 瓦当接合面に櫛状工具によるカキヤブリ 微砂 暗灰
7 軒平瓦 － － 厚さ1.7 （瓦当）中央に左巻き三巴文､左右に唐草文（凸面）粗いナデ（凹面）平滑なナデ 微砂 暗灰
番号 種類・器種 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重量（g） 形態・手法他 胎土 色調
T1 不明土製品 2.8 3.1 0.9 9.8 （表）凹面､ 鱗状に重なる膨らみで装飾､ 未貫通の刺突２か所､ 施釉（裏）凹面 微砂 乳黄白
番号 種類・器種 長（㎝） 幅（㎝） 厚（㎝） 重量（g） 材質 形態・手法他




































































































































































































































































































残存長（㎝） 幅/径（㎝） 厚さ（㎝） 先端加工面数 樹種 木どり 出土位置
図12②報告
番号 OKUF上端 下端
W1 杭 － － 61.7 7.0 7.0 4 コナラ属クヌギ節 丸木 北群 1424
W2 杭 0.136 -0.923 97.6 8.2 3.9 4 ツブラジイ 柾目 北群 4 1443
W3 杭 0.057 -0.882 21.6 3.4 3.0 5 コナラ属クヌギ節 丸木 中央群 7 1446
W4 杭 -0.020	 -0.720	 68.5 5.4 5.6 4 コナラ属クヌギ節 丸木 中央群 5 1436
W5 杭 -0.010	 -1.590	 124.6 7.5 5.4 4 コナラ属クヌギ節 丸木 中央群 11 1437
W6 杭 -0.020	 -1.000	 87.5 7.0 5.6 5 ノグルミ 丸木 中央群 9 1434
W7 杭 -0.040	 -1.710	 87.2 6.9 5.9 5 コナラ属クヌギ節 丸木 中央群 12 1441
－ 杭 － － 27.4 3.1 3.1 － コナラ属コナラ節 丸木 北群 2 1425
－ 杭 0.024 － 50.1 6.8 3.7 2＋ コナラ属クヌギ節 丸木 北群 3 1449
－ 杭 -0.110	 -1.200	 74.5 5.6 4.1 1？ モチノキ属 丸木 中央群 8 1430
















番号 器種 標高（ｍ） 残存長（㎝） 幅/径（㎝） 厚さ（㎝） 先端加工面数 樹種 木どり 出土位置
図12②報告
番号 OKUF上端 下端
W8 杭 -0.263	 -1.070	 79.4 6.5 5.4 5 ノグルミ 丸木 南群 44 1480
W9 杭 -0.023	 -0.770	 70.6 8.0 7.1 5 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 57 1469
W10 杭 -0.169	 -1.110	 90.7 6.7 5.6 4 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 16 1458
W11 杭 0.020	 -1.000	 78.0 5.3 5.1 5 アワブキ 丸木 南群 33 1454
W12 杭 -0.106	 -1.072	 72.8 6.0 5.5 5 ノグルミ 丸木 南群 15 1460
W13 杭 0.025	 -1.160	 120 5.8 5.5 4 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 51 1477
W14 杭 -0.210	 -0.328	 122.4 5.8 5.0 3 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 41 1471
W15 杭 0.027	 -1.145	 63.3 6 5 6 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 42 1466
W16 杭 -0.043	 -0.605	 50.5 5.2 4.8 5 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 28 1457
W17 杭 0.031	 -0.800	 57.4 4.7 4.0 4 ノグルミ 丸木 南群 47 1456
W18 杭 － － 51.7 6.8 6.6 4 クマシデ属イヌシデ節 丸木 南群 35 1432
W19 杭 -0.108	 -0.620	 52.0 7.8 6.1 4 クスノキ科 丸木 南群 24 1447





























残存長（㎝） 幅/径（㎝） 厚さ（㎝） 先端加工面数 樹種 木どり 出土位置
図12②報告
番号 OKUF上端 下端
－ 杭 -0.205 -0.700 25.0 4.3 4.3 2 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 17 1450
－ 杭 -0.158 -0.331 － － － － － － 南群 18 －
－ 杭 -0.010 -0.740 － － － － － － 南群 19 －
－ 杭 -0.153 -1.095 82.0 5.5 4.8 5 クマシデ属イヌシデ節 丸木 南群 20 1472
－ 杭 -0.040 -0.860 77.9 6.7 6.1 5 クスノキ科 丸木 南群 21 1467
－ 杭 -0.048 -0.464 46.7 3.8 3.8 3 ノグルミ 丸木 南群 22 1464
－ 杭 0.057 -0.710 72.9 5.0 4.6 4 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 23 1448
－ 杭 -0.033 -0.230 － － － － － － 南群 25 －
－ 杭 0.037 -0.675 46.6 6.0 4.5 5 ツブラジイ 丸木 南群 26 1444
－ 杭 0.017 -0.580 33.3 4.7 4.5 3 × 丸木 南群 27 1452
－ 杭 0.015 -1.087 62.5 5.5 4.9 3 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 29 1451
－ 杭 0.040 -0.755 50.8 4.8 4.7 4 クスノキ科 丸木 南群 30 1438
－ 杭 -0.060 -0.905 78.7 7.0 5.9 5 サカキ 丸木 南群 32 1459
－ 杭 0.045 -0.850 74.0 6.0 5.8 5 スダジイ 丸木 南群 34 1435
－ 杭 0.216 -0.900 － － － － － － 南群 35 －
－ 杭 0.045 － 22.3 4.5 3.4 － コナラ属クヌギ節 丸木 南群 36 1426
－ 杭 0.035 -0.605 38.9 5.7 5.1 4 カエデ属 丸木 南群 37 1455
－ 杭 0.032 -0.705 45.6 3.5 3.4 2 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 38 1442
－ 杭 -0.233 -1.250 101.8 7.0 6.3 3 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 40 1478
－ 杭 0.025 -1.150 100.4 7.9 3.7 3 × 丸木 南群 43 1461
－ 杭 -0.205 -1.147 91.8 6.9 6.8 4＋ イボタノキ属 丸木 南群 45 1474
－ 杭 0.031 -0.978 103.3 7.4 6.2 5 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 46 1468
－ 杭 0.040 -0.985 81.0 4.9 4.8 3 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 52 1453
－ 杭 -0.035 -0.590 － － － － － － 南群 53 －
－ 杭 0.007 -0.659 － － － － － － 南群 54 －
－ 杭 -0.035 -0.575 － － － － － － 南群 55 －
－ 杭 － － 38.8 5.7 5.1 2 コナラ属クヌギ節 丸木 南群 56 1427




























番号 器種・種類 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 形態・手法他 胎土 色調
1 土師器・杯 － 7.6 － 横ナデ･丹塗り（底外）篦キリ後軽いナデか、1/3残存 微砂 淡乳灰褐（橙黄褐）
2 土師器・椀 19.0 9.6 7.2 （口）強い横ナデ（外）ケズリ（外底）ミガキ（内）ミガキ（内底）工具ナデ、口縁1/6・高台1/4残存 微砂 暗橙灰〜黒
3 黒色土器・椀 14.1 6.0 5.1 ミガキ（外底）横ナデ、黒斑（内）平滑、口縁1/3残存、高台部完存 微砂 黒/淡乳灰褐
4 黒色土器・椀 － 6.4 － （外）ナデ､ 被熱痕?（内）ミガキ､ 高台1/4残存 微砂､ 赤色粒 黒/淡橙茶白
5 土師質・甕 － － － （口）横ナデ（外）タテハケ後下方横ハケ・全面に煤（内）タテナデ上げ 細砂 黄灰褐/暗灰〜黒
6 土師質・甕 － － － （外）口縁部横ナデ､ 胴部ハケ､ スス付着（内）ナデ 細〜粗砂 黄灰褐/暗灰
7 須恵器・杯 13.1 9.5 2.9 横ナデ（底外）墨書「土」?、口縁部1/4残存 微砂 淡灰
8 須恵器・転用硯 － － － 横ナデ（外）下方ケズリ（内）全体に墨・瞭な摺り痕なし（口縁）重ね焼き痕 微砂 灰
9 須恵質・椀 － 6.4 － 横ナデ（底外）回転糸切り・ロクロ回転右＜（内）墨付着、底径1/4欠 微砂､ 僅少 灰白
10 須恵器・平瓶 － － － 把手の一部、ケズリ･ナデ 細砂 青灰（断面：暗紫灰）
11 土師質・窯壁？ － － － 押圧、ナデ（外）被熱・スス付着（接地面）植物圧痕 細〜粗砂 灰褐/赤褐〜灰褐
番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（ｇ） 特徴 胎土 色調
T2 土錘 6.8 2.25 1.95 27.5 管状土錘、孔径５㎜ 微砂 淡橙褐
番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 樹種 特徴
W21 斎串？ ＊6.15 2.0 0.3 ヒノキ 頭部：山形に切り出し、両端抉りこみ、下部欠損
W22 板材 ＊4.5 2.2 0.6 スギ 下端に斜めにカットした面あり







番号 種類・器種 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 重量（ｇ） 形態・手法他 胎土 色調
1 須恵器・長頸壺 11.8 － － － （口〜頸部）横ナデ（肩部外）格子タタキ（肩部内）押圧、篦ケズリ 微砂 灰
2 緑釉陶器・皿？ － 6.3 － － （外）ナデ（内）ナデ、一部に淡緑色釉（底）ケズリ、蛇の目高台 均質 淡灰








































































































































































種類 番号 時期 上面形 長辺/短辺（ｍ）（残存値） 底面高（標高ｍ） 深さ（ｍ） 断面形
井戸 1 平安時代中頃 隅丸方形 0.76〜0.77 -1.46 1.57 Ｙ字形
土坑 1 平安時代中頃 隅丸方形 0.46/0.50 -0.27 0.38 擂鉢状
土坑 2 平安時代中頃 不整長方形 1.89/（1.42） -0.29 0.30 Ｕ字形
ｂ　Ｃ地点
種類 番号 時期 平面形 規模（ｍ）（現存値） 底面高（標高ｍ） 深さ（ｍ） 断面形 軸方向
土坑 1 弥生 不整隅丸長方形 2.59／0.97 0.31 0.31 逆台形（有段） －
土坑 2 弥生 楕円形 0.84／0.65 0.44 0.15 底面凹凸 －
土坑 3 近世 （楕円形） （0.66／0.2） 0.38 0.57 Ｕ字形 －
土坑 4 近世 （方形） （0.58／0.55） 0.49 0.46 箱形 －
小溝群 中世 － 長さ4.8　幅2.25 0.8〜0.9 0.1〜0.2 皿状 南北
溝 2 中世 － 長さ2.2　幅（0.85） 0.64〜0.7 0.26 皿状 南北
溝 2 中世 － 長さ7.2　幅1.16 0.64〜0.82 0.16〜0.33 皿状 南北































































































































































































遺構名 位置番号 器種 上端 下端 図21・22内の掲載番号
井戸１ 1 猫形木製品 -0.226 -0.285 Ｗ１
井戸１ 2 土師質台付杯 -0.308 -0.327 8
井戸１ 3 土師質皿 -0.371 -0.390 4
井戸１ 4 土師質椀 -1.190 -1.230 3
井戸１ 5 土師質皿 -0.529 -0.543 5
井戸１ 6 土師質鍋 -0.548 -0.588 －
井戸１ 7 木片 -0.72 － －
井戸１ 8 土師質台付皿 -0.800 -0.830 7
井戸１ 9 木片 -0.84 -0.845 －
井戸１ 10 土器 -0.384 -0.345 －
井戸１ 11 木片 -0.757 － －
井戸１ 12 土器 -1.1 -1.205 －
井戸１ 13 土師質椀 -1.225 -1.290 1
井戸１ － 土師質皿 -0.930 -1.010 6
井戸１/
土坑１ － 須恵質瓦 － － 9
井戸１/



























































番号 器　種 口径 底径 器高 特徴 色調：内/外 胎土
1 土師質・椀 15×15.6 6.7×6.8 5.5〜5.6 器壁厚不均一、補修痕（内）・ミガキ幅広・見込み部は「×」（外）凹凸残・ミガキ幅狭く密、ほぼ完存 淡黄灰白/白 微砂少、硬質
2 土師質・椀 － － － （口）丁寧な横ナデ（内外）ミガキ密、器壁厚均一 黄白、<断>黒 微砂少、硬質
3 土師質・椀 － 6.3×6.5 － （内）平滑・ミガキ密（高台）直線的形態・内面中央に「十」の墨書、1/1残 淡灰（褐） 微砂少、硬質
4 土師質・皿 9.7 7 2 横ナデ（底内）横ナデの凹凸◎（底外）篦キリ２回転・中央は工具ナデ、完存 灰褐（一部黒褐） 微砂
5 土師質・皿 9.1 6.7 1.8〜1.9 横ナデ（底外）ヘラキリ（外）重焼痕による変色、1/3残 乳灰褐 微砂、金雲母
6 土師質・皿 9.5 8 1.5 （底内）ナデ、体部ナデ前に調整（底外）周縁篦キリ・中央篦キリ後工具ナデ、1/3残 淡乳灰白 微砂、硬質
7 土師質・台付皿 9.5 5.6 2.6〜2.85 （内）底部周縁に凹みが巡る（底内外）中央は押圧（高台）直線的、ほぼ完存 白 微砂、硬質
8 土師質・台付杯 － － － 横ナデ 淡黄灰褐 微砂多、角閃石？
9 須恵質・瓦 － － － （上面）布目（下面）ナデ＋タタキ？ 淡灰 微砂
10 土師質・杯 15.5 10 3.6 口縁に面を形成（底外）篦キリ後ナデ、ロクロ回転左（内）タール状付着物、1/2残 （乳）灰褐/黒灰褐 微砂角閃石多
11 土師質・杯 15 10.6 4.2 横ナデ（底外）篦キリ後軽いナデ、1/3残 淡乳灰褐 微砂、金雲母？
12 土師質・杯or皿 － － － 丁寧な横ナデ 暗灰褐 微砂、角閃石
13 土師質・杯 9.2×9.3 6.5×6.6 2.5〜2.9 （底内）ロクロナデの凹凸◎（底外）篦キリ2回転・中央ナデ、ロクロ回転左、完存 淡乳灰褐 微砂、金雲母多
14 土師質・杯 － － － 横ナデ（底外）篦キリ・周縁押圧 黒灰褐/淡褐 微砂少、角閃石？
15 土師質・皿 9.2 5.4 3.5 （底内）押圧・周縁に沈線状凹み（底外）篦キリ後中央押圧+ナデ、仕上がりシャープ、1/2弱残 灰白/淡灰白 微砂少、硬質
16 土師質・皿 － － － 横ナデ（口内）面+凹みが巡る（底外）篦キリ 暗灰/灰褐 微砂、金雲母？少
17 土師質・皿 9.3 6.9 1.4〜2.2 横ナデ（底外）篦キリ３回転、ロクロ回転左（口）一部黒色（煤?）、完存 淡黄灰（褐） 微砂、角閃石?少
18 土師質・皿 9.3 7.2 1.8〜1.9 横ナデ（底内）中心部凹凸◎（底外）周縁ヘラキリ・中心部ナデ、2/3残 暗灰褐/灰褐色 微砂、金雲母？
19 土師質・皿 8.7 6 1.4 横ナデ（底内）仕上げナデ（底外）篦キリ２回転、ロクロ回転左、1/3残 淡黄灰白 微砂少、細かい










































器種 最大長（㎝）最大幅（㎝）最大厚（㎝） 木取り OKUF 樹種 特徴

























































遺構名 位置番号 器種 上端 下端 図23内の番号
土坑１ 1 土師質皿 0.087 0.060 17
土坑１ 2 石 0.087 0.015 －







土坑１ 5 木片 0.104 0.063 －
土坑１ 6 木片 -0.001 -0.094 －
土坑１ 7 木片 0.058 － －
土坑１
8 土師質杯 0.017 -0.012
10－ 土師質杯 0.104 0.063
－ 土師質杯 － －
土坑１ 9 土師質皿 0.085 0.033 18
土坑１ 9 土師質皿 － － －
土坑１ 9 土師質皿 0.085 0.033 －
土坑１ 10 土師質杯 0.027 -0.015 13
土坑１ 11 土器 0.110 -0.008 －
土坑１ 12 土師質皿 -0.067 -0.126 15
土坑１ 13 土師質皿 -0.200 － －
土坑１ 15 炉壁 0.015 -0.035 －
土坑１ 16 土師質鍋 -0.020 -0.055 －
土坑１ 17 木片 -0.085 -0.096 －
土坑１ 18 木片 -0.041 -0.069 －
土坑１ 19 炉壁 -0.024 -0.044 －
土坑１ 20 土師質杯 -0.102 -0.113
土坑１ 21 木片 -0.126 -0.14 －
土坑１ 22 木片 0.069 -0.104 －
土坑１ 23 土器 0.055 0.026 －
土坑１ 25 土師質杯 -0.074 -0.096 12
土坑１ 26 木片 -0.212 -0.28 －
土坑１ 27 木片 -0.175 -0.233 －
土坑１ 28 木片 -0.174 -0.236 －
土坑１ － 土師質椀 － － －
土坑１ － 土師質杯 － － －
土坑１ － 土師質皿 － － 19
井戸１/
土坑１ － 土師質杯 － － 14
井戸１/
土坑１ － 土師質皿 － － 16
井戸１/
土坑１ － 土師質皿 － － 20
井戸１/
土坑１ － 炉壁 － － －
土坑２　遺物出土位置一覧
遺構名 位置番号 器種 上端 下端 図23内の番号掲載
土坑２ 29 木片 -0.2 -0.248 －
土坑２ 30 炉壁 -0.227 -0.257 －







土坑２ 33 土器 -0.1 -0.17 －
土坑２ 35 内黒杯 -0.040 -0.050 2
土坑２ 36 土師質台付椀 -0.060 -0.070 －
土坑２ 37 土師質窯道具 -0.090 -0.100 5
土坑２ 39 土器 -0.022 -0.077 －
土坑２ 40 土師椀 -0.200 -0.250 －
土坑２ 41 土師質皿 -0.120 -0.130 －
土坑２ 42 土師椀 -0.080 -0.090 1
土坑２ 43 土器 -0.084 -0.096 －
土坑２ 44 土師椀 -0.089 -0.107 －
土坑２ － 土師椀 － － －
土坑２ － 土師質杯 － － －
土坑２ － 土師質皿 － － 3

































































































番号 器種 口径 底径 器高 特徴 色調：内/外 胎土
1 土師質・椀 － 6.1×6.2 － （内）ミガキ（外）横ナデ、高台内：中央はナデ、1/1残 白 微砂
2 黒色土器・杯 － － － 横ナデ（底外）丁寧なナデ･橙色化、1/5弱残 黒/暗灰褐 微砂
3 土師質・皿 9.6 6 1.4〜1.7 横ナデ（口内）凹みが巡る（底外）ヘラキリ・中央凹み、ロクロ回転左、歪み有、1/4残 暗灰褐 微砂多、金雲母
4 土師質・皿 9 6.6 1.7 横ナデ（底外）篦キリ後中央ナデ、ロクロ回転左、1/4残 暗灰褐〜淡灰褐 微砂

























































































































番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 木取り OKUF 樹種 特徴
Ｗ２ 杭 198.5 9.6 9 丸木 1362 アカマツ 先端４面加工。樹皮残る
Ｗ３ 杭 197.6 9.6 8.9 丸木 1363 アカマツ 先端３面加工。樹皮残る
Ｗ４ 横木 163.7 11.5 10.7 丸木 1364 スギ 方形のほぞ孔１カ所。両端にほぞ有り
Ｗ５ 杭 10.3 10.7 6 半割 1367 スギ 転用杭。方形のほぞ孔１カ所・先端にほぞ残存。部材を半裁し、転用杭とし３面加工































番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 木取り OKUF 樹種 特徴
Ｗ７ 板材 121.2 23 2.8 板目 1370 アカマツ 切り込み加工有り
Ｗ８ 板材 99.8 15.1 0.7 板目 1371 スギ 一部焼け焦げ有り
Ｗ９ 杭 58.6 6.8 5.5 みかん割 1368 ヒノキ 釘穴１カ所有り
Ｗ10 加工痕ある板材 53 25.3 2.3 板目 1369 アカマツ 外面下端に極薄い加工痕有り
Ｗ11 板材 58.2 24 5.2 板目 1420 スギ 加工無し
Ｗ12 箱状木製品 19 39.7 7.2 柾目 1365 スギ 天地左右不明。残存する５つの材の組み合わせ。釘穴14カ所中８カ所に鉄釘残存
Ｗ13 杓子形木製品 23.7 1.8〜6.2 1.8 柾目 1361 クワ属 柄部・四面ともに丁寧な仕上がり。匙部内外面刃物痕あり
Ｗ14 黒漆不明木製品 14.2 2.0〜4.0 0.65 側面斜め/背面板目 1360 ヒノキ 天地不明・凹型に削り取り・左右４カ所くぼみ加工・左右２カ所穿孔
Ｗ15 紡錘車形木製品 4.1 4.2 0.35 柾目 1374 ヒノキ 中央穿孔あり

































番号 種類・器種 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 形態・手法他 胎土 色調
1 施釉陶器蓋 *7.0 － 1.55 （内）施釉透明、貫入有り、中央に刻印　（外）緑秞絵付け、施釉透明、貫入有り、孔の一部有り 微砂 乳白色
2 施釉陶器蓋 *9.2 － － （内外）施釉、貫入有り 微砂 乳白色
3 施釉陶器椀 *6.3 *2.4 *2.45 （内外）施釉透明 微砂 白色
4 施釉陶器小皿 *7.5 3.3 *1.5 （内外）施釉緑金、秞変有り 微砂 乳黄色
5 施釉陶器椀 *7.0 *3.1 3 （内）植物は藍色で絵付け、風景金色で絵付け、口縁部金色で一周、内外施釉透明 微砂 白色
6 施釉陶器壺 － *13.2 － （内）施釉オリーブ色（一部貫入）　（外）施釉オリーブ色 微砂 暗灰褐色
7 備前焼？甕 － － － （内外）横ナデ、自然秞 微砂 乳褐色
8 瓦質火鉢 － － － （内）煤　（外）赤色顔料 細砂 暗灰褐色
9 瓦質火鉢 － － － （内）ハケメ、煤　（外）ナデ、被熱、赤色顔料。10と同一個体 微砂、赤色砂粒、角閃石 乳橙褐色
10 瓦質火鉢 － *24 － （内）ハケメ、煤　（外）ナデ、被熱、赤色顔料。９と同一個体 微砂、赤色砂粒、角閃石 乳橙褐色
番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S1 硯 13.4 6.2 2.0 261.4 粘板岩 両面加工し擦痕有り、片面に文字有り
番号 器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 形態・手法　他 胎土 色調





















番号 種類・器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 形態・手法　他 胎土 色調
11 瓦質・軒丸瓦 *6.5 *13 1.8 （内）ナデ、平滑（外）珠文６個残、右巻き三巴文２個残 微砂、ウンモ多 暗灰色
12 瓦質・軒丸瓦 *6.2 *13 2 （内）ナデ、平滑（外）珠文５個残、右巻き三巴文２個残 微砂、ウンモ多 暗灰色
13 瓦質・軒平瓦 *8.8 *15.2 *3.6 （内）ナデ（外）中央に右巻き三巴、左右に唐草２転 微砂 暗灰色
14 瓦質・丸瓦 23.5 13.1 1.1〜1.8 （内）布目痕、一部タタキ（外）ナデ、天地丁寧なナデ 微砂 暗灰色
15 瓦質・丸瓦 22.6 12.7 1.6 （内）布目痕、一部タタキ（外）ナデ 微砂 暗灰色
16 瓦質・丸瓦 21.8 13.1 1.4 （内）布目痕、一部タタキ（外）ナデ 微砂 暗灰色




























番号 種類・器種 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 形態・手法　他 胎土 色調
18 瓦質・平瓦 *21.4 21.1 1.7 （内）丁寧なナデ（外）丁寧なナデ 微砂 暗灰色
19 瓦質・平瓦 *14.4 22.9 1.8 （内）粗いナデ（外）丁寧なナデ 微砂 暗灰色
20 瓦質・平瓦 *15 23.4 2 ナデ 微砂 暗灰色
21 瓦質・平瓦 25.1 *13.6 1.6 （内）ナデ（外）丁寧なナデ、工具痕有り 微砂 暗灰色
22 瓦質・平瓦 24.6 *11.1 1.6 （内）粗いナデ（外）丁寧なナデ 微砂 暗灰色
23 瓦質・桟瓦 *19.8 *16.0 1.8 （内）ナデ（外）丁寧なナデ 微砂 暗灰色
24 瓦質・桟瓦 *22.2 *18.9 2 （内）ナデ（外）丁寧なナデ 微砂、ウンモ多 暗灰色
25 瓦質・桟瓦 *14.8 *6.8 1.9 （内）ナデ（外）丁寧なナデ 微砂 暗灰色






















































































































































































































































































































































































































































番号 種類・器種 口径（㎝） 底径（㎝） 器高（㎝） 形態・手法他 胎土 色調
1 土師質土器・椀 12.0 4.5 4.7 ナデ（外）押圧 細砂 乳橙





































































































































































































































































大きさ 前後長 6.6 6.3




































































段階 層位 椀 台皿 皿 鍋 台杯 木製品等
3b １層 1 猫形木製品１
3a ２層 2 1
























































































７．アスナロ　Thujopsis dolabrata（L.f.）Siebold et Zucc.　ヒノキ科　図46：７ａ、７ｃ（枝・幹材、OKUF-1376）
　ヒノキに似る針葉樹材で、早材の仮道管の壁は薄く、晩材はやや量がある。分野壁孔はごく小型のヒノキ型で
１分野に２〜４個。







10．クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.　ブナ科　図46：10ａ-10ｃ（枝・幹材、OKUF-1378）
　ごく大型で丸い孤立道管が年輪はじめに数列配列し、晩材では小型で薄壁の道管が火炎状に配列する環孔材。
木部柔組織は晩材で不規則な接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。



























































総計古代 中世（11世紀後半） 中世（鎌倉時代） 中世後半 近世 （空白） 11世紀中頃 近世後半〜近代
樹種 杭 祭祀具 板 板 棒 加工材 曲物 加工材 曲物 杭 板 部材 加工材 曲物 杭 食事具 他製品 板 漆椀 食事具 加工材 曲物 他製品（空白） 加工材 杭（空白）
モミ属 3 1 4
ツガ属 1 1
アカマツ 1 1 2 1 2 3 1 1 12
クロマツ 1 1
マツ属複維管束亜属 1 1 1 3
スギ 1 1 1 9 2 8 1 1 1 5 1 31



















× 4 1 5

































































Brothwell D. R. 1981. Digging up Bones. Cornell University press. 208pp.
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所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺物 特記事項
鹿
しかた
田遺
いせき
跡第
だい
10
次
じ
調
ちょうさ
査Ａ地
ちてん
点
土坑 弥生時代 弥生土器
溝 江戸時代 陶磁器・瓦・土製品・銭
鹿
しかた
田遺
いせき
跡第
だい
10
次
じ
調
ちょうさ
査Ｂ地
ちてん
点
河道 平安時代
土師器・須恵器・黒色土器・
土錘・杭
鹿
しかた
田遺
いせき
跡第
だい
18
次
じ
調
ちょうさ
査Ｂ地
ちてん
点
井戸
土坑
平安時代
猫形木製品
土師質土器・瓦器・黒色土器・
窯道具
入り江状遺構
河道
江戸時代 陶磁器・瓦
鹿
しかた
田遺
いせき
跡第
だい
18
次
じ
調
ちょうさ
査Ｃ地
ちてん
点
土坑 弥生時代
溝
小溝群
鎌倉時代 土師質土器・土錘
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